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仕事と育児の両立における父親のストレスの実態と
仕事観・子ども観との関連

保健福祉学部看護学科 森永裕美子 保健福祉学研究科看護学専攻 西川萌菜、清野花奈

独創

【目的】父親が仕事と育児を両立していこうとする上で感じているストレスの実態を明らかにし、

父親の仕事に対する考え方と子どもに対する考え方との関連を検討すること。

【方法】保育園に通う３歳児の子をもつ父親を対象に質問調査（自記式またはWeb）を行った。

調査内容は、基本属性、仕事と育児の両立における父親のストレス、仕事観・子ども観とし、

ストレス合計点・ストレスの内容を従属変数、仕事観と子ども観を独立変数として重回帰分

析を実施した。岡山県立大学倫理審査委員会の承認を得て実施した (22-02) 。

【結果と考察】配布数1、999件、回収数765件（回収率38.2％）、有効回答数721件（有効回答率

94.2%）。父親は仕事と育児の両立において高い順に《仕事の時間的拘束に関するストレ

ス》《仕事と育児の制約感に関するストレス》《育児を優先しづらい職場風土へのストレ

ス》というストレス内容を感じていた。また、仕事と育児の両立におけるストレスが高いの

は、＜仕事観＞＜子ども観＞において《制約・負担》感を抱いている父親であった。

連絡先 森永裕美子 morinaga@fhw.oka-pu.ac.jp

父親の育児に対する意識が性役割分業の意識から役割平等意

識へと変化はあるが、職場環境は未だ改善の余地があること

や、現代の男性は他者の存在を意識した行動をとる傾向で、

自分だけ育児休暇を取得しづらいという思いを抱いている可

能性があること、父親は母親と比べて親役割の獲得が難しい

ことなどが父親の仕事や子どもに対する制約・負担感を生み

やすく、仕事と育児の両立におけるストレスに繋がると考え

られた。



生後2～3ヵ月の乳児と母親の寝床内気候・睡眠の比較

保健福祉学部 看護学科 角田八千代

厚生労働省の報告によると、児童虐待相談対応件数は増加傾向であり、児童虐待は社会問題

となっている。虐待行為を促進する重要な先行要因としては育児ストレスがあげられ、睡眠や
夜泣きに関する項目が高い割合で母親の心配の対象となっている。また、1ヵ月児の夜間睡眠
時間が長いほど、母親は育児に意欲的であり、産後うつ病疑いの割合も有意に低く、乳児の睡眠
問題解決は育児ストレス、育児負担の軽減、虐待予防の一助になると考える。

睡眠に影響を及ぼす3大環境要因としては温度、光、音があり、特に温熱環境条件が睡眠に
及ぼす影響は大きく、睡眠の質に関与している。また、乳幼児突然死症候群リスク因子として、
「生後2～4ヵ月」「温めすぎ」「冬」等が欧米諸国で報告されており、睡眠温熱環境は乳児期
早期の児の健康にも大きく影響を与える。寝床内気候（身体と寝具の間の微小な空間の温度と
湿度）は睡眠温熱環境の１つであり、室温が快適でも寝床内気候が高ければ睡眠を妨げる。
しかし、乳児の寝床内気候に関する研究は極めて少ない。

また、寝室の光環境は、睡眠リズムに影響を与えるが寝室内照度は明らかになっていない。

本研究は、冬季に生後2～3ヵ月の乳児とその母親5組の寝床内気候、
睡眠変数の母子比較、寝室内照度の実態を明らかにすることを目的とした。

研究方法は、乳児と母親を対象に在宅で3夜、データロガー、アクチグラフ
を使用し寝床内気候、睡眠変数の測定及び睡眠日誌、寝具等調査を実施した。

現在、測定等で得られた結果より、睡眠時に推奨される乳児の寝具寝衣
素材及び寝室内照明について考察中である。

連絡先 角田八千代 sumida@fhw.oka-pu.ac.jp

データロガー

アクチグラフ



注意欠如/多動症（ADHD）の子どもをもつ母親に対する育児サポートニーズ
～ADHD症状をもつ母親ともたない母親の比較～

保健福祉学部看護学科 網野裕子、沖本克子

連絡先 網野裕子 amino@fhw.oka-pu.ac.jp

【背景】
近年、諸外国においてはADHD症状をもつ女性の子育てについて研究が進んできているが、
日本においては、ADHD症状をもつ母親の子育てに関する研究が少ない。また、ADHDの子ども
をもつ母親の育児サポートニーズが、ADHD症状をもつ母親ともたない母親によって異なるか
どうかは明らかになっていない。

【目的】
ADHDの子どもをもつ母親の育児サポートニーズについて、ADHD症状をもつ母親ともたない
母親で比較すること

【対象】
ADHDの子どもをもつ母親

【方法】
放課後等デイサービスに、依頼書（説明文）を送付した。承諾の得られた施設職員を通して
対象者へQRコード・URL付きの調査依頼書（説明文）を配布し、Webでの回答を求めた。

【結果】
１．ADHD症状をもつ母親ももたない母親も、親自身へのサポートとして【気軽に相談できる
場所がある】【親がリフレッシュできる場所がある】【ピュアサポートの存在がある】

【親の学習機会がある】などのサポートニーズをもっていた。また、子どもへのサポートと
して【子どもの将来を見据えた支援が受けられる】【特性のある子どもが通える習い事】
【子どもの特性にあわせたサポートを受けられる】などのサポートニーズをもっていた。
２．ADHD症状をもたない母親は【きょうだい児へのサポート】【幅広い情報発信】を求めて
いた。これらは、ADHD症状をもつ母親ではみられなかった。



快適な学校生活とベストパフォーマンスを発揮するための月経に関する
健康教育

保健福祉学部看護学科 岡﨑愉加
岡山県立大学コミュニティ家族ケア研究会 梶谷さとこ、山下亜矢子、原直美、妹尾奈月

連絡先 岡﨑愉加 yukai@fhw.oka-pu.ac.jp.

【はじめに】思春期は女性の生涯を通したリプロダクティブヘルスの維持向上のために重要な時
期であるが、高校の保健室には月経痛により日常生活に支障をきたしている生徒が少なからず訪
れる。そこで、月経痛が女子高校生の学校生活に与える支障を明らかにすることを目的とした研
究の成果を基に、月経痛に関する健康教育教材の作製を試みた。

【方法】2021年8～10月、A県の女子高校生961人を対象に無記名自記式質問紙調査を実施した。
調査項目は、基本属性、生活習慣、ストレス自覚、月経の有無、月経痛の頻度と程度、月経痛対
策、月経観、月経による学校生活への支障等である。分析にはχ2検定、Kruskal-Wallis検定を
用いた。本研究は岡山県立大学倫理委員会の承認を得て実施した（受付番号21-11）。

【結果】有効回答707人中、月経痛あり90.1％、月経を嫌だと思う42.9％、面倒だと思う72.3％
であった。月経による試験への支障あり40.9％、運動部活動の成果への支障あり41.9％、文化部
活動の成果への支障あり16.8％、授業や学校行事等の普段の学校生活への支障あり57.6％であっ
た。試験や運動部活動・文化部活動の成果への支障と有意差を認めた項目は月経痛の程度であ
り、普段の学校生活への支障と有意差を認めた項目はストレス自覚と月経痛の程度であった。試
験、部活動の成果、普段の学校生活のいずれも支障がある者は月経痛が強い傾向がみられた。

【結論】女子高校生の9割に月経痛があり、月経痛は、試験・部活動・
普段の学校生活への支障に関連していた。月経痛に関する健康教育教
材には、月経痛の正しい対処方法に加え、月経痛が女子高校生の学校
生活に支障を与えている現状を教員や保護者に周知する内容も必要で
あることが示唆された。以上から、高校生向けのリーフレット教材暫
定版を作製して高校生に配布した。今後は、暫定版の高校生の評価か
ら加筆修正し、完成版を作製する（OPUフォーラム当日に展示）。

リーフレット暫定版の一部

地域



重度心身障害児（者）における食事支援としての米麹甘酒の有効性

保健福祉学部栄養学科 入江康至、井上里加子 現代福祉学科 佐藤ゆかり
情報工学部人間情報工学科 綾部誠也 保健福祉科学専攻・博士後期課程 影山鈴美

重点

連絡先 入江康至 yirie@fhw.oka-pu.ac.jp，

重症心身障害児（者）（以下，重症児（者）と示す）が抱える複数の身体的な健康問題の中

でも，便秘は頻繁に併発する症状であり胃食道逆流症や腸閉塞といった深刻な問題を引き起こ
す可能性がある．便秘の管理には，食物繊維を中心とした食事療法があるが，重症児（者）は
摂食嚥下障害等から限界があり，実際には緩下剤や浣腸による薬物療法が中心となっている．
このことは，重症児（者）の身体的・精神的ストレス及び介護者の負担増大を招くことから薬
物に頼らない便秘改善は重要な課題である．

米麹甘酒は，便秘改善に一定の成果が報告されており，アル
コール分が含まれないため老若男女すべての者で摂取が可能で
あり，一定のとろみがあるため嚥下の面でも重症児（者）に適
している．本研究室では，これまで若年女性や高齢者を対象に
米麹甘酒摂取により便秘症状の軽減と同時に腸内細菌叢が変化
していることを発見し報告している．腸内細菌叢については，
腸内環境と全身疾患発症の密接な関わりが明らかになりつつあ
り，個人の健康維持・増進や最適な医療提供への重要な役割を
担うことが期待されている．そこで本研究では，重症児（者）
を対象に，重症児（者）の特性や便秘発症に関連する腸内細菌
叢の探索を行い，米麹甘酒摂取による便秘症状及び腸内細菌叢
への影響を明らかにする．また重症児（者）の便秘改善法の一
つとして米麹甘酒を利用した食事支援への新しいアプローチが
提案でき，高齢化している重症児（者）とその家族が安心して
施設や家庭で養育していけることを期待している．



血小板型12-リポキシゲナーゼによる肝線維化抑制機構の解明

保健福祉学部栄養学科 高橋吉孝、戸田圭祐、川上祐生、山本登志子

独創

連絡先 高橋吉孝 ytaka@fhw.oka-pu.ac.jp

非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)は非アルコール性脂肪性肝疾患(NAFLD)の進行した病態であ
り、飲酒歴がないにも関わらずアルコール性肝炎に類似した肝組織所見が見られる炎症性肝疾患
である。NASHは、単純性脂肪肝に酸化ストレスが加わり進行するとの仮説があるが、発症機構の
詳細については十分に解明されていない。我々はこれまでの独創的研究で、メチオニン-コリン
欠乏食(MCD食)給餌により作成したNASHモデルマウスの肝臓において、コントロールマウスと比
較して血小板型12S-リポキシゲナーゼ(LOX)の酵素活性が有意に上昇することを見出した。また、
免疫組織染色より本酵素が肝星細胞に局在すること、肝星細胞の活性化の過程で本酵素の発現レ
ベルが上昇することを明らかにした。活性化した肝星細胞は肝線維化において中心的な役割を果
たすことが知られている。

血小板型12S-LOXの肝線維化における役割を解明するために、まず、血小板型12S-LOXノック
アウトマウスと野生型マウスのそれぞれにMCD食を給餌してNASHモデルマウスを作成し、肝
繊維化の程度を比較した。シリウスレッド染色により調べたコラーゲンの面積比は、野生型マウ
スが約3.1%であったのに対し、血小板型12S-LOXノックアウトマウスでは約5.6%と有意に高かっ
た。同様の結果は、ノックアウトマウスと野生型マウスのそれぞれから、ヒトのNASHの病態モデ
ルにより近いとされるSTAMマウスを作成した場合にも得られた。昨年度までの独創的研究の成果
で、ヒト肝星細胞株であるTWNT-1細胞に血小板型12S-LOXのcDNAを挿入した発現ベクターを導入
し、本酵素を安定的に発現するが活性の異なる2つのクローンを比較したところコラーゲン遺伝
子であるCOL1A1、COL1A2の発現量がいずれのクローンにおいても野生型のTWNT-1細胞に比べて有
意に低下していた結果と合わせると、血小板型12S-LOXは肝線維化を抑制する方向に働くことが、
in vivoとin vitroの両方で示されたことになり、そのメカニズムの解明に向けさらに研究を進
めて行く予定である。



肝星細胞活性化における血小板型12-リポキシゲナーゼの誘導

保健福祉学部栄養学科 戸田圭祐、川上祐生、山本登志子、高橋吉孝
保健福祉学研究科栄養学専攻 岡本知子

独創

連絡先 戸田圭祐 ktoda@fhw.oka-pu.ac.jp

非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)は、飲酒歴がないにも関わらずアルコール性肝炎に類似した
肝組織所見が見られる炎症性肝疾患である。NASHの進行過程では、肝細胞やクッパー細胞からサ
イトカインなどが放出され、肝星細胞が活性化して線維化を促進すると考えられている。我々は
これまでの独創的研究で、NASHモデルマウス肝において肝星細胞が活性化する過程で血小板型
12S-リポキシゲナーゼ(LOX)遺伝子の発現レベルが上昇すること、ヒト肝星細胞の細胞株TWNT-1
における血小板12S-LOXの過剰発現によりコラーゲン遺伝子の発現レベルが低下することを明ら
かにした。サイトカインの1つである腫瘍壊死因子(TNFα)で処理したラットの肝星細胞で、
Col1a1の発現が低下したとの先行研究があるが、ヒト肝星細胞株TWNT-1において検討したところ、
COL1A1の発現は低下した。そこで、サイトカインにより肝星細胞が活性化される過程で血小板型
12S-LOXが誘導される仕組みを解明することを目指し研究を進めた。
肝星細胞に受容体があり、NASHで発現レベルが上昇することがこれまでに報告されているサイ

トカインとして、TNFα、トランスフォーミング増殖因子β(TGFβ)、単球走化性促進因子(MCP-
1)、血小板由来成長因子(PDGF)、結合組織成長因子(CTGF)の5つがあったため、まず、これらに
より血小板型12S-LOXの発現が上昇するかどうかを調べた。本遺伝子の転写調節領域の下流にガ
ウシアルシフェラーゼ(GLuc)遺伝子をつないだ発現プラスミドをTWNT-1に導入し、先ほどの5つ
のサイトカインをそれぞれ添加し、GLuc活性を測定したところ、TNFαとMCP-1において濃度依存
的にGLuc活性が上昇した。一方、プラスミド未導入のTWNT-1にTNFαとMCP-1を添加し、RNAを回
収してリアルタイムPCRより発現レベルを測定すると、TNFα添加によって、活性では検出できな
いレベルの血小板型12S-LOX遺伝子の発現レベルが濃度依存的に上昇したが、MCP-1においては上
昇が見られなかった。
以上の結果から、TWNT-1においてTNFαの刺激により血小板型12S-LOXの発現上昇を介し、

COL1A1の発現が低下することが示唆された。



組織の比熱を利用した骨量の推定

保健福祉学部看護学科 荻野哲也
保健福祉学研究科保健福祉科学専攻 森本愛子

連絡先 荻野哲也 togino@fhw.oka-pu.ac.jp

日本では高齢化とともに増加する骨粗鬆症や骨折が社会的に問題となっている。骨粗鬆症の

簡便な検査法が得られれば、早期発見や予防に有益である。骨粗鬆症では骨量が減少し、その
部分が脂肪組織や結合組織に置き換わると考えられるが、骨組織は脂肪組織などに比べ比熱が
小さいとの報告がある。そこで本研究では、皮膚の直下に骨のある脛骨内果を冷却したときの
熱の移動と温度変化とを測定することで、骨量の推定が可能かどうかについて検討した。

大学生の男女計39名を対象とした。脛骨内果に温度センサーと熱流センサーを貼付し、二重
の乾いたタオルで覆い定常時の皮膚温と熱量を数分間記録した後、氷嚢で30秒間冷却し、温度
と熱流の変化を連続的に記録した。更に踵骨の骨密度を超音波骨密度測定器を用いて測定し
た。本研究は岡山県立大学倫理委員会の承認(受付番号20-14)を受けた。

超音波骨密度のTスコアOSISD(x)と冷却
で皮膚温が1℃変化する際に移動したエネ
ルギー(y)との回帰式は男性y=-235.81x＋
3870.8、R2=0.2714、女性y=-118.29x＋
3576.1、R2=0.0095で、男性は負の相関を示
す傾向が見られたが男女とも統計的に有意
な相関は見られなかった（図）。今後は骨
密度に低下の見られる被験者を加えて更に
検討する必要がある。

図 皮膚温を1℃変化させるのに要したエネルギーと超音波骨密度
（T score OSISD）との散布図
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看護師によるEnd of Life Discussion の実践に関する研究

保健福祉学部看護学科 井上かおり 實金栄

独創

連絡先 井上かおり inouekao@fhw.oka-pu.ac.jp

目的：End Of Life Discussion（EOLD）とは，差し迫った病状において，患者が望むケアの
目標や願い，価値観を明らかにするような対話のプロセスである。本研究は，看護師のEOLD実
践状況を明らかにすることを目的とした。
方法：調査は，日本病院会会員一覧より無作為抽出した医療機関90施設に勤務する900人の看
護師を対象とした無記名式質問紙により実施した。315人から返送があり，回答に欠損の無い
207人を分析対象とした。調査内容は，基本属性，EOLDである。本研究は本学倫理審査委員会
の承認を得て実施した（受付番号22-13）。
結果：「実践できていると思う」の回答が多かった上位2項目は，「9.患者や家族らが死を意
識し，これからについて不安・苦悩を抱いているように感じられた時に，患者や家族らの話を
傾聴する時間を作っている」「5.苦痛緩和のために必要な医学的管理を検討するための話し合
いを，医療・ケアチームに提案している」であった。一方，「実践できているとは思わない」
の回答が多かった上位2項目は，「3.患者の病状・状況に即したケアチームを柔軟に作ってい
る」「6.Good Deathを見据えた今後の医療・ケアについて会話するために，患者・家族らと話
をする時間を作っている」であった。
考察：患者の思いを傾聴する時間をつくる実践はできていたが，Good Deathを見据えた話し
合いは実践できていなかった。それには，死を話題にすることに対する恐怖心から最期を見据
えた介入ができないことが考えられる。また，苦痛緩和のカンファレンスを医療・ケアチーム
に提案する実践はできていたが，患者の状態に合わせてケアチームを柔軟に作る実践はできて
いなかった。それには看護師の人員・調整力不足が考えられる。

本研究は、独創的研究費の助成を受けて実施した「看護師によるEnd of Life Discussion（EOLD）への関連要因の検討」の一
部である。



訪問看護師の看護実践における倫理的苦痛の関連要因の検討

保健福祉学部看護学科 實金栄、井上かおり、名越恵美

独創

患者（利用者）の自己決定を尊重した医療，ケアの提供において，特に在宅ケアでは資源や
ケアの担い手の有無および患者とケアの担い手との関係性等の課題が障壁となる場合がある。
このような課題や障壁によって，看護師はジレンマを抱くことが指摘されている。そしてこれ
らの課題は解決できる場合ばかりではなく，解決できない課題も多い。そのような中で看護師
が，解決し難いケースを避けたり離職することなく，看護を継続するためには，自身に対する

ケアも重要となる。看護師自身に対するケアには，近年着目されている個人特性としてセル
フ・コンパッションがある。そこで本研究は精神健康へのストレスや個人特性の関係を明らか
にすることを目的に行った。

調査項目は個人特性（Over-involvment：巻き込まれ，セルフ・コンパッション），看護師
の倫理的悩み，精神健康，離職意向で構成した。これらの関係性をA県下の訪問看護ステー

ションに勤務する看護師142人のデータを用いて解析した。解析により下図の結果が得られ
た。
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巻き込まれの要素は，患者に寄り添っ
たケアをするためにある程度必要であ

る。しかし強すぎるとストレスとして認

知される。さらにそのストレスに対し自
己批判や囚われは，精神健康を害し，離職を
招く。したがって，巻き込まれを防ぐために
は，スーパーバイザーの存在やセルフ・コン
パッションを高めるために，感情を開放し，
承認が得られるケア・カフェのような場が必
要とされている。
連絡先 實金 栄 mikane@hfw.oka-pu.ac.jp



新型コロナウイルス感染症に対する個人防護具着用表面の汚染領域評価

保健福祉学部看護学科 森本 美智子 山梨大学工学部 清水 毅

独創

連絡先 森本美智子 morimoto@fhw.oka-pu.ac.jp

〔目的〕本研究の目的はCOVID-19 感染症に対する個人防護服を着用し、模擬患者の体位変換を
実施した際の感染防護服表面の汚染部位を可視化することにより汚染領域を評価し，安全な感染
防護服の着脱教育へつなげるための基礎資料を得る。
〔方法〕研究期間：2022年１月6日～2023年3月31日。被験者：女性看護師7名。
個人防護具着汚染評価実験：Ａ大学看護学実験室,環境条件：気温22±2.6℃, 湿度
23±1.91％。被験者は市販の従来の個人防護具（長袖のプラスチックガウン，フェイスシール
ド，サージカルマスク，手袋）を着用し，ガウンの下には半袖ユニホーム，下着と靴下を着用し
た。
実験手順：蛍光粉末を模擬患者役の全体に塗布し，患者ケア（移動動作）を実際に行い，看護
師のプラスチックガウンの表面に付着した蛍光粉末を汚染部位とみなし画像撮影し,画像分析を
身体領域毎に解析し評価した。体位変換は看護上最も日常的に行われる患者がベッドから椅子に
移動動作とした。画像処理による解析手法では，画像の撮影位置やUVライトの照射角度，カメラ
と対象までの距離により，三次元スキャナとカメラおよびUVライトを組み合わせることで三次元
的な蛍光領域の分布を定量的に評価できる装置を利用した。倫理的配慮：岡山県立大学研究倫
理委員会の承認を得て行った（申請番号：21-43）。分析方法：データは専用の画像解析は
ExceL2019に入力し，データの統計解析を行った。評価項目は個人防護具のガウンの汚染部位の
特定と7人分のガウン汚染領域の割合を平均値±SD（％）とした。〔結果・考察〕プラスチックガウンへUVライトを当て，わずか10秒
以内の体位変換後のガウンの7人の平均汚染度は右腕部が平均
24.1±15.2％（n=7）と最も汚染がみられた。次にガウン下部が平
均18.0±13.2％（n=7），胸部の平均15.2±9.0％（n=7）,左腕部は
平均14.1±11.4％（n=7）の汚染領域がみられた。これらの汚染領
域を可視化し，安全な脱衣教育が重要であることが示唆された。

図１．個人防護具汚染領域

右上腕部



地域包括ケア病棟師長のがん看護に関する病棟マネジメントの実践

保健福祉学部 看護学科 名越恵美、保健福祉学研究科 博士後期課程 荒井葉子
関西福祉大学 看護学部看護学科 難波峰子

共同

連絡先 名越恵美 naogshi@fhw.oka-pu.ac.jp

【目的】がん患者は、がん診療拠点病院等で治療終了後、がん診療を実施する医療機関の地域包
括ケア病棟を介して在宅復帰している現状がある。
本研究では、がん患者が希望する療養生活実現に向けた示唆を得るため、地域包括ケア病棟にお
いて病棟師長が、看護師の教育及び病棟管理のマネジメントをどのように行っているか明らかに
することを目的とする。

【方法】質的帰納的研究デザイン。がん診療を実施する医療機関の地域包括ケア病棟の病棟師長
に半構造化面接をインタビューガイドに沿って個室で実施した。面接内容はICレコーダーに録
音、
逐語録に記載。病棟師長のマネジメントの実践に着目し、コード化、カテゴリー化した。
【結果】研究参加者は、300床以下の5病院に所属する地域包括ケア病棟師長5名。
平均年齢は、51.8歳±9.1歳、師長としての経年数は、10.0±3.7年であった。
病棟師長のマネジメントは、10 カテゴリーであった。
【考察】自施設や病棟の医療に関する限界を理解した上
で、地域の病院であることを第一義として、終末期がん
患者と家族の療養生活への「思いを引き受けること」で
あると考える。また、がん患者が常時入院していない状
況下で、がん治療・看護を円滑に行うために、医療者間
の齟齬やスタッフのアセスメントへの危惧を払拭し「整
えること」であると考える。患者の希望する療養生活に
向けて、地域に根差した病院の地域包括ケア病棟として
使命を果たすためのマネジメント実践が明らかとなっ
た。
本研究はWESCO研究助成2022を受けて実施した



ＶＲ(Virtual reality)による看護教育プログラムの構築と評価

保健福祉学部看護学科 犬飼智子 名越恵美

独創

連絡先：犬飼智子 inukaito@fhw.oka-pu.ac.jp. 

看護学科3年後期に開講している「看護アセスメント学」は、臨地実習前に看護実
践能力を高めるための重要な位置づけである。本授業にて、VRを用いたシミュレー
ション演習を計画し、教育効果を評価した。

研究方法
1）研究対象者：看護アセスメント学を受講した3年生40名。
2）VR教材：コミュニケーションプランニングの「看護教育用VR教材」のうち

老年看護学「アルツハイマー型認知症患者のRFAに伴うケア」を使用。
3）演習方法：5～6名のグループで実施。看護師役の学生がVRゴーグルを着用し、
患者の対応を行った(10分)。
実施中はiPadでミラーリングを行い、
グループ内で共有した。
実施後にデブリーフィングを行った。

4）評価：目標の到達度、ARCS評価等。
結果
演習目標に対する学生の評価は、

十分に達成・やや達成を合わせて
各項目が８割程度であった(図1)。
ARCS評価では、演習に対する学生の
「関心」の項目が高かった。
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看護技術教育用オンライン教材の利用状況と次年度の利用希望

保健福祉学部看護学科 佐藤美恵、髙林範子、佐々木新介、犬飼智子、實金栄

独創

連絡先 佐藤美恵 ysato@fhw.oka-pu.ac.jp

【背景】本学科では2021年7月より、看護技術教育用オンライン教材（ナーシング・スキル）
を導入し、学生が時間や場所の制限なく手順や動画等を視聴できる学習環境を整えた。
2021年度のアクセス数は2967件であり、学生を対象とした質問紙調査では、動画視聴後の
理解度や満足度が高いことが明らかになった。自由記載欄には、「いつでもアクセスでき
てとても便利」、「分かりやすい」等の記載があった。

【目的】看護技術教育用オンライン教材の2022年度の利用状況および2023年度の利用希望を
明らかにする。

【方法】対象は看護学科の1～4年生である。2022年度の利用状況は、教材の管理ツールから
データを収集した。2023年度の利用希望は、本学科で実施された電子教材の活用に関する
アンケート調査の１項目としてデータを収集した。

【結果】2022年度（2月3日現在）のアクセス数は
5095件であった。2023年度の利用希望を図１に
示す。利用を希望する者が108名、どちらでも
ない者が28名、希望しない者が11名であった。

【考察】看護技術教育用オンライン教材へのアク
セス数は、前年度と比較して大幅に増加してお
り、学生による利用が進んでいるといえる。
7割以上の学生が次年度も利用を希望しており、
学生にとって有用な教材であると考えられる。

図1 オンライン教材の2023年度の利用希望
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コロナ禍における慢性疾患患者の地域での
新たな看護ケアシステム構築の試み

保健福祉学部看護学科 藤堂由里、住吉和子

独創

連絡先 藤堂由里 yuri_toudou@fhw.oka-pu.ac.jp

目的：コロナ禍において、慢性疾患患者が健康を維持するために必要な看護支援を専門看護師
・認定看護師などの特定看護分野のスペシャリストと地域のクリニックなど看護のスペ
シャリスト不在の施設において、糖尿病教育のための看護ケアシステムを構築することを
目的とする。

方法：１．岡山県内の認定看護師、糖尿病療養指導士を対象に、所属施設以外の施設に通院中
の患者を対象とした糖尿病教育を提供することの可能性についてインタビューを行
う。

２．出張教育が可能と回答した糖尿病を専門とする看護師とその所属長を対象に、施設
外での教育提供の条件、提供可能な内容、提供方法について確認する。

３．調査の結果をもとに地域ごとに、糖尿病専門医が不在のかかりつけ医を対象に、糖
尿病患者教育のニーズや条件について調査を行う。

４．糖尿病教育を提供する側の条件と教育の提供を受ける施設のニーズのマッチングを
行い、小グループを作る。

５．糖尿病専門医と糖尿病専門看護師・認定看護師、かかりつけ医の間で連携に使用さ
れているクリティカルパスを参考に、患者の希望や教育内容が記入でき情報が共有
できるツールを作成する。

現在調査中につき、結果はOPUフォーラムのポスターで報告させていただきます。



超音波画像による足趾爪病変の観察と看護ケアの評価に関する研究

保健福祉学部 看護学科 佐々木新介
保健福祉科学研究科 看護学大講座 石川静香

独創

連絡先：佐々木新介 s-sasaki@fhw.oka-pu.ac.jp.

【背景】足趾の爪は身体のバランスを取る役割がある。爪病変があると転倒リスクが高まるた
め、爪ケアは重要である。しかし、足趾の巻き爪や肥厚爪は目視できない部分があり、
爪切りの難易度が高い。そのため、爪切り時に出血を引き起こす危険性があり、看護
師は爪切りを避ける傾向にある。

【目的】超音波診断装置を用いて足趾の爪を可視化し、安全な爪ケアへの応用を目指す。

【方法】①20歳代の健常人（55名110足、男性11名、女性44名、平均年齢21.5±1.3歳）で爪甲
の厚さなどを分析した。②足趾の爪病変（肥厚爪を有する対象者）での爪の描出を検
証した。実施は、水中に足趾を浸漬した状態で爪甲の観察を試みた（図1、2）。

【結果】20歳代の爪甲の厚さの平均値は、0.64±0.08 mmだった。肥厚爪の描出は可能であっ
た（図3）。

【結論】超音波診断装置を用いることで、爪病変でも爪甲の厚さの可視化が可能であり、安全
な爪ケアへの応用が示唆された。



内視鏡カメラ位置姿勢推定システム「ラパロSLAM」の精度評価

情報工学部 人間情報工学科 小枝 正直

独創

連絡先 小枝正直（koeda@ss.oka-pu.ac.jp）

我々は京都大学病院泌尿器科と共同でロボット支援腹腔鏡下腎部分切除術サポートシステムを開
発中である．本システムは，画像特徴点を用いるVisual SLAM (Simultaneous Localization and 
Mapping) を応用して内視鏡カメラ位置姿勢を計測し，拡張現実感（ AR ）技術により臓器や血
管，腫瘍等の3次元コンピュータグラフィックスモデルを内視鏡映像に重畳表示可能である．ま
た，内視鏡映像内に映った手術器具上に現れる特徴点を排除し，高安定・高精度化する「ラパロ
SLAM」を開発しているが，精度は未評価であった．そこで本研究では，単軸ロボットとVR用3次元
位置姿勢計測システム（VIVE Base Station及びVIVE Tracker）を用いて精度評価を行った．ま
ず，単軸ロボットを用い， VR用3 次元位置姿勢計測システムの単軸方向の計測精度を確認した．
計測データからスパイクノイズを除去した後，ウインドウサイズ9の平均値フィルタを適用したと
ころ，誤差（RMSE）は1[mm]程度に収まることが分かった．次に，カメラとTrackerを固定して3次
元的に動かし，VR用3 次元位置姿勢計測システムとSLAMによりそれぞれの位置を計測・比較した．
その結果，3次元的な動きでは誤差（RMSE）が30[mm]程度発生することが
判明した．今後，誤差の原因を追求し，さらなる精度向上を目指す．

Visual SLAMの特徴点検出

手術支援ロボット daVinciXi

AR手術支援システム



脳損傷者の比喩理解

保健福祉学部現代福祉学科 中村 光
倉敷平成病院言語聴覚科 藤本憲正

共同

連絡先 中村 光 hikaru@fhw.oka-pu.ac.jp

脳血管疾患、脳外傷、変性認知症疾患などに罹患した人では、非字義的表現（比喩、慣用句、
皮肉など）の理解が困難な場合がある。私たちは、その本態についての研究を進めている。
【対象】①脳血管疾患による失語症者（PWA）15人、②脳血管疾患により右半球を損傷しコミュ
ニケーション障害を示す（RHD）15人、③軽度Alzheimer型認知症者（DAT）20人、④PWA群・RHD
群と年齢を揃えた健常高齢者（NC1）15人、⑤DAT群と年齢を揃えた健常高齢者（NC2）20人。
【方法】〈材料と手続き〉一般的になじみのない直喩文（例：道は、血管のようだ）を文字＋
音声で対象者に提示し、各文それぞれ正答（道は、張り巡らされている）、趣意表現（道は、
通路である）、媒体表現（道は、血液を運ぶ管である）、魔術的表現（道は、血管になる）の
4つから、その意味に合致するものの選択を求めた。全30問。〈分析方法〉比喩文30の性質につ
いて、天野ら（1999）、中本ら（2014）、岡ら（2019）の研究から、それぞれの10のパラメータ
（表の横軸）値を得て、各群の平均正答率とのSpearman相関係数を求めた。
【結果】有意または有意傾向の相関を示したのは表の通り。

【結論】脳損傷各群の正答率は
ほぼ同じだが、どのような比喩
が理解されにくいかは異なる。

RHD群・DAT群では解釈数値・
解釈多様性値が高い比喩が理解
されにくく、第１解釈以外の解
釈を消去する比較・判断の過程
に問題があるものと考えた。



認知症になりやすさ指標（ADs）の予測妥当性の検証

保健福祉学部現代福祉学科 澤田 陽一

独創

従来、認知機能低下のスクリーニングは、Mini Mental State Examination（MMSE）などの対

面式で行われる心理検査が用いられてきたが、当該検査の評価はその特性上、天井制限があ
るため、認知正常者から軽度認知障害者の判定に曖昧さがあることが指摘されている。その
ため最近では、確定診断後の認知症者の脳画像データベースと人工知能の技術を用いて、認
知症になりやすい脳の特徴を指標化し、それにより将来の認知症発症を予測する試みがなさ
れている。Brain Anatomical Analysis using Diffeomorphic deformation（BAAD）はその一つであ
り、得られた脳画像の精度の高い描出と標準化を行い、Alzheimer‘s Disease Score（ADs）を算
出するプログラムである。

これまでにADsと関連する領域は左図の通り、

記憶関連領域である海馬等を含む広範な領域で
あることを同定しているが、縦断的分析による
ADsの関連領域の変化やその他の指標との関連は
明らかにされていない。

そこで、本研究では、高齢者を対象に、ベー
スライン時および約1年後の脳MRIデータおよび
ADsと種々の認知機能検査（ Mini Mental State

Examination、その他の遂行機能検査など）にお
ける成績との関連を分析することにより、ADsの
予測妥当性を検証するとを目的とした。

現在、データを取得中であり、本学開催の
OPUフォーラムまでに解析を済ませ、その結果
（の一部）を報告する予定である。

連絡先 澤田陽一 ysawada@fhw.oka-pu.ac.jp


